
節71回日本心理学会 (2007/09,東京).

7)林美里,竹下秀子 (2008)柿木を使った課題にみる
チンパンジーとヒトの認知発i乱 日本発達心理学

会耶19回大会 (2008/03,大阪).

8)佐藤弥 (2008)衣付は 視線の交互作用:心理学と神
経科学の知見.特定領域研究 ｢実験社会科学｣集団

班ワークショップ (2008/03,札幌).

帥洪

1)林美皿 (2007)物遊びからチンパンジーとヒトの発
達を比較する.詔長柄研究所言f'WLt'会 ｢京都大学がや

ってくる -動物研究の放前線-｣(2007/10,犬山).

福祉長寿研究部門

伊谷原- (客員教授),友永雅己 (准教授,兼任),藤揮道

千 (助教),森村成樹 (助教),野上悦子 (教務補佐員)

<研究概要>

A)チンパンジーの社会集団形成と環境エンリッチメン
トの推進

伊谷原-,友永雅己,藤滞道子,森村成樹,野上悦子,

成滞麻里(岐早大),楼庭陽子 (岐早大)

チンパンジー ･サンクチュアリ･宇土 (csu)には76
個体のチンパンジーが飼Tfされている.雄のみのグル

ープが3兆団 (19個体),lli独飼'ffが 15個体,単雄複雌

のグループが7弘田 (42個体 )となっている.より多く

の個体が社会生活を営むことができるように,CSUと寄
附講座が協同して複雄複雌典団づくりの構想を立ち上

げた.その基本的技術となる雄間の闘争甘理,視数ある

飼育スペースを巡回するように利用するローテーショ

ン飼育を実施した.チンパンジー各個体に対しては,

様々な刺激を定期的に与えるよう,曜日ごとに興なる
環境エンリッチメントをルーチン化した.行動視索に

よって,その効果を長期的に評価している.

B)加齢にともなう認知 ･身体運動機能の変化

藤揮道子,森村成樹 ,野上悦子

12-37才まで年齢が異なる維19個体を対象として,認
知機能や身体運動能力とその加齢による彩管を調べた.

ボタン押し課題,指さしの班卵,ジョイスティックを介

したコンピュータ一課股,天井につり下げた食物に接
近する移動方法を調べる回り道テストを突施した.いず

れの課題においても,加齢による理餌や機能の低下は

見られていない.一般に,チンパンジーにはヒトにみら

れるような老齢期が存在しないとされる.今後も,課題

を継続して実施し,加齢による変化の有無について検
討する.

C)睡眠の行動学的研究

藤滞道子,森村成樹,野上悦子

ヒトでは,加齢によって生活習慣は大きく変化し,特
に眠りの質や量は加齢の影響を強く受けるとされる.

チンパンジーの睡眠について,加齢の影響を検討した.

12-37才までの雄 19個体を対象に,夜間行動を観察した.

睡眠は,横たわって動かない状態を行動指標とした.睡

眠行動は,安定して睡眠が継続する個体と夜間に頻繁
に起きあがるなどして睡眠が不安定な個体とがいた.

位年長の個体では,夜間に起きあがる頗皮が市いこと

が分かった.今後は,睡眠のFrや昼間の活動性について
も検討する.

D)血圧,耐糖能などの医学的側面についての分析

藤滞道子,野上悦子

ヒトの動脈硬化の危険因子である高血圧,耐糖能異

常,肥満等の基礎データの収集は,老化研究にとって不

可欠である.麻酔下で34個体の血圧測定,身体計測,血
液検査をおこなった.血圧はヒトの基準値より高かっ

たが,麻酔による影響が大きいと考えられ,血圧測定 ト

レーニングを開始した.CSUのチンパンジーは,栄養良
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好な反面,運動不足という現代人と類似の生活環境で

暮らし,肥満個体も多い.そのため,耐糖能異常を念頭
に採血 トレーニングをおこなう.これまでに4個体の糖

負荷前後の血糖測定をおこない,いずれも血糖の異常

上昇はみられなかった.今後さらに採血 トレーニング

をすすめ,インスリン値についても検討する.さらに,

肥満と寿命の短縮,認知機能低下との関連も指摘されて

おり,今後肥満チンパンジーの経過を,他個体と比較し

ながら,身体面精神面での経過観察をおこなう.

E)国内チンパンジ｣飼育施設との連携および協同研究
の推進

伊谷原-,友永雅己,藤滞道子,森村成樹,野上悦子

csUのチンパンジーの中は,国内動物園に転出する

個体がいる.他施設-移動し生活する過程を調べるこ

とで,チンパンジーが新しい環境に適応する能力やそ
のプロセスを明らかにすることができる.CSUのチンパ

ンジーは成育歴が残っている.生まれや保育履歴など

も加味しつつ,移動した新奇な環境での生活習慣の形

成に形響を及ぼす要因を多面的に検討している.CSU,広

払市安佐動物公園,高知県のいち動物園との共同研究

である.こうした共同研究を通じて,国内チンパンジー

飼育施設間で情報･技術交換のためのネットワークを構

築する∫ ～

<研究概要>
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8)森村成樹 (2008)チンパンジーにおける食物一位置
イメージの操作能力について.日本応用動物行動

学会 (2008/03,水戸).

講演

1)伊谷原- (2007)類人猿研究-フィール ド.~･ワーク

と実験室一.帝京科学大学 (2007/06,上野原).

2)伊谷原- (2007)ヒトとは何か?第37回全国性教

育研究会基調講演 (2007/08,新潟).

3)伊谷原- (2007)人間の本性一類人猿研究からの探
求-.第43回中国四国中学校理科教育研究会 ･第

18回岡山県中学校理科教育研究大会基調講演

･(2007/10,岡山).

4) 伊谷原- (2007)林原煩人猿研究センター 京都市

動物園定例研究会 (2007/ll,京都).

5)森村成樹 (2007)チンパンジーの学びと子育て.全

国情緒障害児短期治療施設職員研修会 (2007/ll,
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6)伊谷原- (2008)熱帯雨林の妖精たち.京都市動物

固定例研究会 (2008/01,京都).

附属施設

ニホンザル野外観察施設

波速邦夫 (教授),杉浦秀樹 (准教授,平成20年 3月よ

り),冠地富士男,鈴村崇文 (技術職員),鈴木克哉 (教務

補佐員,2007年 12月まで), 山田彩,Rizaldi,張鵬 (大学

院生),江成広斗 (学振特別研究員),村井勅裕 (教務補

佐員,2008年 1月より),AmandJacobs(外国人共同研究

負,2007年 10月より)

本施設は,1968年に役配された事由野外観察施設と,

代表的な野生ニホンザル生息地でその生態や個体群動

憶に関する研究を継続的に押しiLiめることを目的に活

動していたニホンザル研究林が合併して,1983坪に拡充

改組されたものである.基本的な生憶学的托料を荷稲

することは,生態や社会についての研究を展開する上

で重要であるが,種の保全や個体群管理を行 う上でも

不可欠な基礎的作業である.近年国内各地で痢発して

いる猿害問題をはじめとして,野生ニホンザル個体群

管理の問題が社会的に注目されてお り,当施設ではqin

長短の保全や個体群管理の研死にも稲梓的に取り組ん

でいる.

例年通り,各研究林で継続的に行われている野外調

査にスタッフが参加 し,その現状把握を行った.n･休的

には,幸島での観察を継続しているほか,屋久応西部林

道地域や下北半島での調充を行い,その日料収先を行

った.また保全にかかわる研究としては,被か符班を含

む個体群管理のための基礎的調査,飼育個体を用いた

実験的研究などを行っている.

ここ数年の施設運営は,屋久払 ･下北 ･車種の3研究
林 ･観察ステーションに瓜点をおいて行われてきた.そ

れは上信越や木田研究林の研究括軌に従耶していたス

タッフが停年等でぬけたことにより若干の作紺を余偶

なくされていたこと,施設の活動が保全生憎学や野生

動物管理学分野-の取り組みを中心に朽網されてきて

いたことによる.なお屋久島研究林の運営については,

社会生態部門助教の杉浦秀樹 (平成 20年3月より当施

設准教授)の全面的な協力を得て行っている.また事由
野外観察施設発足以来40年の長きにわたって事由群の

管理に従事されてきた冠地技官が3月末日をもって停

年を迎えられた.

ニホンザル野外観察施設は,平成 20年3月末をもっ

て京都大学附属野生動物研死センター-と組純替えに

なり,盃長所研究所とは別の研究機関の下で運営され

ることになった.新たな条件の下で一屑の発展を期待

するものである.

2006年度の各地ステーションの状況は,次の通りで
ある.

I.幸島観察所

幸島では,1952年餌付けが成功して以来,全頭個体識

別に基づいた群れの長期継続観察が続けられている.

平成 19年度の出産は9頭であり,内 1頭が死産であっ

た.主群はホタテが2002年以降安定して第 1位オスの

地位を確保しており,以下ホッケ,ユダがそれぞれの地

位を占めている.マキグループはすっかり様変わりし
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